
 
平成 26年 1月 16日 

ＤＡＲＡＺコミュニティ放送 第 19回番組審議会議事録 

株式会社ＤＡＲＡＺコミュニティ放送 

 

１．開催年月日  平成 26年 1月 16日（木）16:00～17:00 

 

２．場所     鳥取県米子市法勝寺町 70番地 

         DARAZ CREATE BOX 2階会議室 

 

３．出席状況   総委員数   6名 

         出席委員数  3名 

         欠席委員数  3名 

         出席委員の氏名  本城祐子 委員長 

                  石賀治彦 委員 

                  大原啓道 委員 

         放送事業者側出席者名 

                  代表取締役社長  冨田寛 

                  番組制作業務部長 永富久之 

                  経営企画室長   遠藤彰 

 

 

４．議題 

○ 番組についての審議 

 

５．審議の内容 

① 番組についての主な意見 

○ ネイルサロンジュエル つめのチエ袋 第一、第三火曜日 14:15～14:30 

パーソナリティ 周藤有希、竹中千恵子 

＜石賀委員＞ 

 つめの知識を知ることのできる真面目な番組 

 このままの形で続けていってほしい 

 つめの健康に関する質問を受けてもいい 

＜大原委員＞ 

 時代を反映しているテーマであり、若者が興味を示しそうな感じ 

 二人の会話がうまくかみ合っている 

 つめ切り後の手入れなど男性にも有効な情報 

＜本城委員＞ 

 最近つめについての注目が集まっておりタイムリーな番組 

 営業職があまりなく、専門家の視点からの番組でいい 

 ファッションと健康の視点をバランスよく取り上げてほしい 



 
○ ７９８D！特急 DARAZ２号 火曜日 19:45～20:00 

パーソナリティ オールマイティ鉄・アマちゃん、旅鉄・トミ 

 

＜本城委員＞ 

 目立たないが鉄道ファンが多くいるはずである 

 奥の深い情報を分かり易く話している 

 夢のある話で、ワクワク感がある 

 パーソナリティの人柄が現れている番組 

 15分ぐらいの凝縮した番組が良い 

＜大原委員＞ 

 2人のコンビがとても良い 

 これだけの番組ができるパーソナリティに感心する 

 今回新年のネタであったが、今後の話題も聞いてみたい感じ 

＜石賀委員＞ 

 周りに流されず、このまま続けていってほしい 

 一つのネタを掘り下げるような番組は、大切である 

 このような番組をどんどん増やしてほしい 

 

６．審議機関の答申、または改善意見に対してとった措置 

 車を持っている世代に浸透させる努力を続ける 

 特に、お年寄りの層を開拓していきたい 

 今回紹介したようなテーマを絞った番組が DARAZ FM らしさを表現

しており今後増やしていきたい 

 他地域の放送を再送信する番組と自社放送のバランスについて、今後

検討を重ねていく 

 

７．審議機関の答申、または意見の概要公表 

    事務所に備え置き  平成 26年 1月 18日 

    ホームページに掲示 平成 26年 1月 20日 

 

８．その他の参考事項 

    特になし 


